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１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
豊
橋
市
今
橋
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二

一
次
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
九
月
～

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
橋
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
林
久
彦

貧
ユ橋
市
美
術
博
物
館
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

・
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

吉
田
城
は
、
永
正
三
年

（
一
五
〇
五
）、
豊
川
下
流
域
右
岸
を
本
拠
と
す
る
国

人
領
主
牧
野
氏
に
よ
つ
て
築
城
さ
れ
た
今
橋
城
を
前
身
と
し
、
そ
の
後
吉
田
城

と
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

豊
川
下
流
域
の
ほ
ぼ
中
心
部
で
、

街
道
や
河
川
の
要
衝
に
位
置
す

る
こ
の
城
は
、
戦
国
期
を
通
じ

て
東
三
河
支
配
の
要
で
あ
っ
た
。

松
平

（徳
川
）
家
康
の
東
三

松

河
平
定
、
さ
ら
に
家
康
の
関
東

浜

移
封
に
伴
う
池
田
照

（輝
）
政

の
入
城
に
際
し
て
、
大
が
か
り

な
改
修
が
加
え
ら
れ
、
近
世
城
郭
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
。
近
世
に
は
や
は
り

東
三
河
地
域
の
支
配
の
要
と
し
て
、
三
～
人
万
石
の
譜
代
大
名
が
入
城
し
た
。

近
世
の
吉
田
城
は
、
面
積
人
四
万
ポ
に
も
及
ぶ
広
大
な
城
域
を
も

っ
て
い
た
。

豊
川
を
背
に
し
て
、
本
九
を
中
心
に
二
の
九
、
三
の
九
、
さ
ら
に
藩
士
の
屋
敷

地
が
取
り
囲
み
、
全
体
を
総
構
で
区
画
し
た
構
造
で
あ
る
。
基
本
的
に
土
造
り

の
城
で
あ
っ
て
、
石
垣
は
本
九
の
周
辺
と
主
要
な
門
だ
け
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

城
下
は
城
の
外
側
に
展
開
し
て
お
り
、
ま
た
城
の
外
周
に
は
東
海
道
が
通
る
た

め
、
宿
場
町
と
し
て
も
に
ぎ
わ
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
近
世
の
区
画
溝
を
は
じ
め
、
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、
土

坑
、
多
数
の
柱
穴
が
確
認
さ
れ
た
。
調
査
区
は
、
幕
末
に
描
か
れ
た

「吉
田
藩

士
屋
敷
図
」
α
星橋
市
美
術
博
物
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
「沢
平
八
」
の
屋
敷
地
内
に

相
当
す
る
。
沢
平
人
は
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
屋
敷
地
の
規
模
か
ら
言
え
ば

中
級
の
藩
士
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
付
近
は
伊
勢
神
宮
領
で
あ
る
飽
海
神
戸
ュ

た
は
吉
田
御
菌
の
比
定
地
で
も
あ
り
、
中
世
前
期
の
遺
構
も
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
は
、
城
址
の
南
側
付
近
、
近
世
の
藩
士
屋
敷
地
内
の
井
戸

（Ｃ
１
３
区

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｏ
一〇

か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
は
、
調
査
区
の
南
東
寄
り
、

屋
敷
地
の
推
定
位
置
か
ら
い
え
ば
そ
の
中
央
や
や
南
東
寄
り
に
位
置
し
て
い
る
。

平
面
形
は
楕
円
形
で
、
規
模
は
長
径
三

・
Ｏ
ｍ
短
径
二

・
五
ｍ
、
深
さ
は
検
出

面
か
ら
二

。
九

ｍ
で
あ
る
。
素
掘
り
の
井
戸
で
、
井
戸
枠
な
ど
は
存
在
し
な
い
。

こ
こ
か
ら
は
瀬
戸

・
美
濃
産
陶
器
、
常
滑
産
陶
器
、
肥
前
産
陶
磁
器
、
在
地
産

土
師
器
、
瓦
、
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
帰
属
時
期
で
あ
る

一
七
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世
紀
か
ら

一
人
世
紀
中
葉
ま
で
が
井
戸
の
使
用
期
間
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
街
の
釈
文

・
内
容

い
　
。
「
＜
永
浜
台
右
衛
門
殿

ｏ
「
ノく＼［日日日日‐‐日日‐‐
日日日日日日日日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ］］）〉〈伽Ｏ
〉〈『　　〇∞〇

上
部
に
切
り
込
み
を
も
ち
、
下
に
向
か
っ
て
幅
を
狭
め
て
い
る
。
下
端
は
欠

損
す
る
。　
一
面
に
宛
先
と
み
ら
れ
る
墨
書
が
あ
り
、
反
対
面
に
も
墨
書
が
あ
る

が
判
読
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
判
読
で
き
る
宛
先
の
書
か
れ
た
面
を
表
と
考
え

て
お
く
。
屋
敷
地
に
納
入
さ
れ
た
物
資
に
付
属
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な

み
に
、
「吉
田
藩
士
屋
敷
図
」
中
に
は
永
浜
姓
を
見
い
だ
せ
な
い
。

吉
田
城
址
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
城
内
の
三
の
九
に
所
在
し
た
井
戸
か
ら
近

世
の
木
簡
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。
こ
ぢ
ら
は
現
在
報
告
書
作
成
に
向
け
た
整

理
作
業
の
途
中
の
た
め
、
時
期
を
改
め
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（岩
原
　
剛

（豊
橋
市
美
術
博
物
館
》

静
岡
。
市
令
ユ削
泣逗
誅
″

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
西
区
志
都
呂
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
七
月
～
二
〇
〇
七
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
①
浜
松
市
文
化
振
興
財
団

・
浜
松
市
文
化
財
担
当
課

４
　
調
査
担
当
者
　
川
江
秀
孝

・
仲
川
美
津
保

・
鈴
木
彼
則

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
湿
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
前
期
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
前
遺
跡
は
、
浜
松
市
南
西
部
の
埋
没
砂
丘
を
含
む
海
岸
低
地
に
立
地
す
る
。

東
西
に
長
い
埋
没
砂
丘
の
北
側
に
は
台
地
が
せ
ま
っ
て
海
蝕
崖
を
な
し
て
お
り
、

遺
跡
は
そ
の
崖
直
下
の
第

一
砂

丘
と
呼
ば
れ
る
最
も
古
く
形
成

さ
れ
た
砂
丘
上
に
位
置
す
る
。

砂
丘
の
南
は
、
浜
名
湖
に
連
な

る
大
規
模
な
列
間
湿
地
で
あ
る

が
、
当
地
区
の
す
ぐ
南
に
は
、

流
路
を
挟
ん
で
小
規
模
な
中
洲

状
の
微
高
地
が
存
在
す
る
。
遺

跡
は
微
高
地
や
そ
の
周
辺
の
湿

(浜 松)




